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1 はじめに
愛知県豊田市の愛・地球博跡地に平成23年11月

に竣工した、「知の拠点」あいち産業科学技術総合

センターを紹介します。この建物は、直下の断層を

考慮した免震建物です。

愛知県では、大学等の研究成果をモノづくり産業

の技術開発（イノベーション）につなげ、既存産業

の高度化や次世代産業を創出するため、付加価値の

高いモノづくり技術を支援する研究開発拠点として

「知の拠点」づくりを進めており、その中核施設と

して、あいち産業科学技術総合センターが建設され

ました。

設計を進める過程で、断層の調査をしたところ、

敷地内を断層が通っていることがわかり、最新の知

見をもとに断層を考慮した設計がなされています。

建築物概要

建　設　地：愛知県豊田市八草町秋合1267-1

建　築　主：愛知県

設計・監理：愛知県建設部、日建設計

施　　　工：安藤建設・日東建設・栄興建設 共同

企業体

主　用　途：研究施設

建 物 規 模：地上3階・塔屋1階

建 築 面 積：5,297.78m2

延 床 面 積：14,896.43m2

最 高 高 さ：SGL＋23.94m

構 造 種 別：免震構造（RC造・一部S造・SRC造）

施 工 期 間：2010年5月～2011年11月

最初に、本建物の概要ついて、設計者の日建設計

山本氏、吉原氏、桐山氏、施工者の安藤建設　高橋

所長から説明がありました。

「知の拠点」あいち産業科学技術総合センター
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2 建築概要
本建物は、21世紀の最先端研究を進める、融合型

研究を推進する研究所であるため、Communication

& interactionを誘発する空間をいかに構成するかが

課題ということでした。その答えとして、北棟と南

棟の2つの研究棟の間を、ナレッジ・コモンズと呼

ぶ階層的な設えのアトリウム空間とすることで、研

究者間のコミュニケーションを生み、融合的、境界

領域的研究の促進させようとしています。

北棟と南棟は各々3階建ての基礎免震建物で、建

物外周が法面で掘り込まれているので、免震層の存

在が外部がらも分かります。

実験施設のフレキシビリティに対応するために、

鉄骨下地を入れ天井吊材を無くすキャットウォーク

システムとして、天井裏に人が立てる空間を確保し、

設備更新を容易にしています。

北棟には電子顕微鏡を設置しています。微振動の

実測の結果、免震建物内でも除振が困難な低振動数

域では免震の上下で差が無いため、振動源との距離

をとり、除振台を設置して免震建物内に設置してい

るとのことでした。

環境配慮としては、太陽光発電や、雨水再利用、

隣接する森から冷涼な空気を外気として取り込み、

マットスラブ中のクールヒートチューブを通す地熱

利用など様々な取り組みを通して、環境に配慮した

設計となっており、CASBEEあいちSクラスを取得

しています。

施設内にはもう1棟、あいちシンクロトロン光セ

ンター（仮称）が在りますが、実験施設との関係か

ら、こちらは耐震構造の建物となっています。

3 断層調査と設計変更
敷地から数百mの距離にある猿投山北断層は、活

断層であることが確認されており、今後30年に発

生する確率は0～2％でやや高い部類に属していま

す。また、愛知県設計用入力地震動研究協議会では

防災対策として対策すべき断層と判断されていこと

から、万全を期すために、基本設計が終わった時点

で、断層調査を行ったそうです。

トレンチ調査を行った結果、断層らしきものが見

つかり、学識者の見解としては、

・累積性のある断層は2条

・猿投山北断層の副次的な断層の可能性がある。

（活動年代は不明）
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図2 猿投山北断層帯と建設地

図3 基本設計案での断層と建物配置

図4 実施設計での断層と建物配置

図1 建物断面
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・原子力施設などは建てられないが、「一般の建物

を建てるな」とは言えない規模の断層

・明瞭な横ずれ断層で、猿投山北断層の一部と仮定

した場合でも、水平方向の変位は最大で1m程度、

鉛直方向の変位は水平の1/10程度

・断層と建物の離階は1～2m程度あればよい

というものでした。

これを受けて、道路に平行に配置していた建物を、

断層に平行にレイアウトし直し、断層を跨ぎ2棟の

独立した免震構造として屋根・ブリッジ・カーテンウ

オールで接続する、大幅な設計変更が行われました。

4 構造設計概要
建物は、約133m×44mの矩形平面であり、桁行

き方向は6.3mの21スパン、梁間方向は約11mの北

棟2スパンと南棟1スパンで、RC造、一部S造・

SRC造の純ラーメン構造となっています。

南棟と北棟はそれぞれが基礎からエキスパンショ

ンとした独立した免震構造となっており、基礎形式

はマットスラブによるべた基礎です。

地震時に可動する屋根、ブリッジは、万が一の断

層の上下変位にも追従可能とするために、軽量化し

た鉄骨造となっています。

本建物の安全性を十分確保するため、建物配置及

び構造計画の基本方針を下記としています。

①トレンチ調査で得た実際の断層ラインに±1m

を誤差として考慮し、想定断層ラインに設定し、断

層がずれた場合でも建物の支持力が確保できるよう

に想定断層ラインと基礎との隔離を1.5m以上確保

し、断層を避けて3棟を切り離して配置。②クリア

ランスを超えて衝突した場合に備え、免震構造であ

るが外力は低減せず、ベースシヤ係数0.2、外力分

布はAi分布の設計荷重とし耐力を十分確保（結果

Ds＝0.45相当の耐力を実現）。③地表断層滑りによ

る永久変形（フリングステップ）対策として、断層

「ずれ」の方向は、より大きな免震クリアランスを

確保。

免震装置は、800mmの変形が可能なように1200

φの天然ゴム系積層ゴムを用い、直動転がり支承を

併用することで、レベル3の等価周期は3.9秒以上

と長周期化を図っています。また、減衰は鉛ダンパ

ーと鋼材ダンパーを用い、降伏せん断力係数として

3.1％以上を確保しています。

設計クライテリアは、極めて希に発生する地震動

を超える入力として、レベル3地震動を①レベル3A

地震動（レベル2地震動の1.5倍の地震動）と②レ

ベル3B地震動（直下の断層に起因する地震動）に
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図5 構造計画概要図

図6 マットスラブと免震部材配置

図7 サイト波（猿投山北断層帯）の応答スペクトル

表1 設計クライテリア
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区分し、レベル3Ｂ地震動は、損傷は生じるが、人

命の確保が図られていることとしています。

5 免震エキスパンション
本建物は断層を跨いでいるため、北棟・南棟の2

つの免震建物に分かれて設計されています。

各々の建物は、レベル3B地震動を考慮して断層

並行方向は1000mm、断層直交方向は800mmの免震

クリアランスとなっていますが、1階床、屋根、外

壁とブリッジについては、免震建物同士が接してお

り、この部分には、1600mmの変形に追従できるエ

キスパンションが必要となっています。

これらエキスパンションについては、意匠上の見

え方と、変形追従性の両立を図るため、設計でも苦

労したとのことでした。

屋根は、張弦梁となっていますが、それを2スパ

ン毎に直動転がり支承により受け、1600mmの変形

に追従させています。また、ブリッジについても、

北棟側に直動転がり支承を配したあごを設けて、変

形に追従させています。

アトリウム部分の外装材の面外変形追従は、パン

タグラフのような形式を用い、内観はその部分を布

で覆い隠しています。

床については、基本的には固定部を挟み800mm

のエキスパンションを2つを並べて対処しています

が、外装材に取り付く部分は1600mmの変形に追従

できる仕組みを考え、別途可動試験を行ない、変形

追従性能を確認しています。

6 おわりに
直下の断層を考慮した免震構造ということで、設

計者の苦労のあとが随所に見られ、最終的には、反

力壁を設けジャッキによる位置修正を行えるように

するなど、想定外にも対応するという考え方の建物

となっていました。

建築的にも、免震層を法面を設けて掘り込むこと
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図9 免震クリアランスの考え方

写真4 屋根のエキスパンション

写真5 ブリッジのエキスパンション

写真6 外装材のエキスパンション

写真7 床エキスパンション
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で半屋外の空間としたり、中庭を断層線を模したも

のとするなど、建物の構造の特徴を表現した建物と

なっていました。

東日本大震災の事例を見るまでもなく、人間の技

術は自然の脅威に常に勝てるものではない。しかし

ながら、常に人が住まう建物の場合には、可能な限

り被害を減らすことも建築技術者の責務だと思いま

す。

その意味で、震災前に断層の位置を調査で特定し、

断層が動いた場合を考慮するという今回の設計に対

して、設計者として断層に向き合う1つの回答を見

せてもらったような気がしました。

最後になりましたが、日建設計　山本氏ほかには、

建物を紹介いただきありがとうございました。
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写真11 集合写真写真8 外装エキスパンション詳細

写真9 反力壁（ジャッキ設置）

写真10 建物外周部の法面

写真12 断層を表現した中庭
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